
（別紙３）

～ 2025年　2月　7日

（対象者数）
14名

（回答者数）
10名

～ 2025年　2月　7日

（対象者数）
５名

（回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者の多様性に対応できるように、研修等で職

員スキルを伸ばしていく。

療育内容が固定化しないように様々なツールを検

討し、取り入れていく。

2

今後も利用者に寄り添いながら支援を行う為に、

意思疎通が出来る環境づくりを行う。

ボトムダウンではなく、ボトムアップを基本とし

た組織作りを行う。

3
期間限定のイベントに参加する等、体験先が固定

化しないように情報を集め検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

参観日と合わせて実施する等、参加しやすい日程

を検討する。

年間行事に位置付け、早目の計画を行う。

2

地域のイベント等があった際は積極的に参加す

る。

地域資源を利用し、地域の子ども達との交流が

あった際は情報を発信する。

3

県や那覇市から案内のあった保護者も参加できる

イベントや研修はLINE等を利用して積極的に情報

提供していく。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　すてっぷ天久２

○保護者評価実施期間
2025年　1月　14日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ペアレントトレーニング等の研修や地域イベントの

情報共有。

研修やイベント等に関しては受動的な情報提供にと

どまっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場の提供。
日時、会場の設定、駐車場問題等、解決しないとい

けない課題が多い。

地域の子ども達との交流。

定期的に地域の公園や博物館等の地域資源を利用し

ているが、地域の子ども達との積極的な交流は行っ

ていない。

毎月の活動プログラムを利用者に合わせて決定して

いる。

毎月、来月分の活動プログラムの話し合いを持ち、

その日の利用予定者に合わせた療育を検討してい

る。

職員間の意識や支援方法の統一。

朝礼で活動内容の共有や事前の相談を行い、終礼で

は一日の活動を振り返り報告を行っている。

定例会議や必要に応じて臨時の話し合いを開催し意

見交換を行い意思統一を行っている。

夏休みなどの長期休みや祝日等に工場見学などの地

域資源を積極的に活用している。

伝統工芸品にふれたり工場見学を行う等、普段の生

活では体験できないことを体験するため、長期休み

期間等に地域資源を積極的に利用している。

事業所における自己評価総括表公表


